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（発言内容）
大野市のごみを減らそうという目標を立て、私たちは大野のごみ問題につ
いて調べました。

2



（発言内容）
ここ数年、市⺠⼀⼈当たりのごみの排出量は、年々増加傾向にあります。
それに伴い、清掃費も増加しています。
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（発言内容）
そもそもごみが多い原因が何かを知っていますか。
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（発言内容）
大野市のごみ分別は厳しくないため、何でも燃えるごみとして捨てること
ができるからだと考えています。確かにごみの分別が甘いという手軽さが
ありますが、このグラフをご覧ください。これは令和２年度のごみの種類
を割合で表したものです。
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（発言内容）
これを見て分かるとおり、紙などの資源ごみのリサイクル率をアップでき
れば、また、食品ロス率をダウンできれば、大野市のごみの量を減少する
ことができると思います。
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（発言内容）
ところで、みなさんは、日々の生活でリサイクルや食品ロスについて意識
していますか。私たちはお店やスーパーでフィールドワークをするなかで、
そもそもの大野市⺠のごみへの意識が低いと感じました。
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（発言内容）
スーパーのトレイ回収やエコバックの利用など、気軽にできるごみを減ら
せる対策をすでにされていて、さらにごみを減らすには、大野市⺠の⼀⼈
⼀⼈の意識を変えていく必要があるのです。そこで、大野市⺠の意識を変
えなくてはということで、
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（発言内容）
私たちは、「ノーフードロスフェア」というお祭りを提案します。
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（発言内容）
このノーフードロスフェアとは、「KNOW＝ごみについて知る」「NO＝
フードロスをなくす」という意味を込めて、大野市⺠の⽅々にごみについ
てもっと知ってもらおうというイベントです。

10



（発言内容）
三つの要素に分けて説明します。
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（発言内容）
⼀つ目、EATING（イーティング）。普段捨てられるはずの食材、例えば、
消費期限ぎりぎりのパンや乳製品、傷んでしまっている野菜などを使って、
屋台販売を行います。これをすることによって、食品ロスに対する意識が
高められるかもしれません。また、このノーフードロスフェアで売れ残り
が出ないように個数を限定して販売します。できれば大野市の飲食店に協
力してもらいます。
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（発言内容）
二つ目、SYSTEM（システム）。このノーフードロスフェアでは、何でも
燃えるごみとして出すのではなく、紙などは資源ごみとして出すことを習
慣にしてもらうため、市⺠の皆さんに資源ごみを持ってきてもらいます。
そして、資源ごみ回収スペースで、その量を計り、その量に応じてクーポ
ン券を発行します。ちなみにこのクーポン券はあくまで資源ごみを持って
きてもらうことが目的であり、その値段はこの祭りに係る費用と協力して
もらうお店とで相談して設定するつもりです。そして、このクーポン券を
使って屋台で売られている食品ロスを利用した食べ物、商品を買ってもら
うというものです。
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（発言内容）
三つ目、DISPLAY（ディスプレイ）。模型、レシピ、クイズの三つを展
示します。
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（発言内容）
⼀つ目に、模型。皆さんは何気ない⼀日の中で、⼀⼈当たりご飯⼀杯分の
食品ロスを出していることを知っていますか。それは、この模型（発表者
が手に持った模型）です。このような食品ロスを模型にしたものを展示し、
食品ロスをより身近かに感じてもらおうと考えています。
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（発言内容）
二つ目に、レシピ。これは消費者庁がクックパッドに出している、捨てら
れがちな野菜の皮を使ったレシピです。このような食品ロスを削減できる
レシピを展示し、毎日の献立のアイデアを提供します。
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（発言内容）
突然ですが、ここで皆さんにクイズです。お菓子の缶は何ごみでしょう。
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（発言内容）
正解は、大野市では高さ15㎝以下は缶類として資源ごみ、それより大きな
ものは燃やせないごみとして出すことが決まっています。三つ目のクイズ
では、このような食品ロスやごみに関するクイズを展示し、正しい知識を
身に付けてもらい、生活での実践を促します。
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（発言内容）
このような三つの展示によって、ノーフードロスフェアの名前の由来と
なった、KNOW、ごみについて知るを体現します。
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（発言内容）
前回の中間発表で、「協力してくださるお店に不利益があるのでは。」と
指摘がありましたが、
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（発言内容）
資金面では、仮に来場者を1,000⼈と考えると、40万円ほどを⼈件費に充
てられお店側に不利益は出させないつもりです。また、捨てられるはずの
食材を使うことでコスト削減にもつながると考えています。
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（発言内容）
高校生ボランティを募り、高校生が運営するというのも話題性があって集
客効果や⼈件費削減の効果が期待できます。
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（発言内容）
このノーフードロスフェアの最大の目的は儲けることではありません。こ
のイベントに来てくださった大野市⺠の⽅々にごみについての理解を高め
食品ロス問題など、日々の生活で意識してもらうことです。⼀⼈⼀⼈の意
識の変化から大野市のごみは確実に減っていくでしょう。
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（発言内容）
大野市のごみを減らすため、私たちはノーフードロスフェアを提案します。
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（発言内容）
ご清聴ありがとうございました。
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